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1　はじめに

この課題の執筆に当たり，作物類型ごとに研究が進められている「地域（集落）農業複合化推進試験

研究（昭和53年以降3か年間）」と，それに続く，より広域地域（市町村）を対象に研究を進めている

「高位地域農業複合化推進研究（昭和56年以降3か年間）とでは，堆肥センター機能が異なってくるた

め，その両者間における堆肥センターのもつ意味と役割は当然違ったものになるという素朴な問題意表

から出発した。そこで，具体的にどう異なるかが，ここでの課題となる。

2　堆肥生産の意義

「作物は′肥料，ではなく′堆肥．で穫れ」という古老の′ことわざ．がある。この場合の肥料は金

肥を意味し，作物栄養としての肥料と地力培養としての堆肥を使い分け，私経済の合理性と堆肥生産に

よる地力維持の重要性を説いたものと思われる。

本来，堆肥は，経営の中間生産物といわれているアワ・ヒ工などの茎葉に厩肥などを混ぜて発酵させ

た野積み堆肥の総称で製品は粗大有機物であった。課題の堆肥センターにおける堆肥生産も，この意味

での粗大有機物生産にあると理解したい。

粗大有機物としての堆肥を生産し土壌に環元する第一の目的は，作土の物理性の改善にあるといわれ，

作土の緩衝作用を良くし，作物の生育を助長することであり，第二には，作物本来の味・色といった未

知の要因効果の期待にあるといわれている。

ところが，堆肥銀行・堆肥センター・堆肥工場で生産される堆肥の中味は，粗大有機物というより有

機質肥料に近いものまで含まれている（図－1）。そこで課題の「堆肥センタ▼」の中味を粗大有機物

生産と有機質肥料生産として分けて考えると表－1のようになる。

有機質肥料生産の特色は，住田町の堆肥センター報告でも明らかなように，第一には，糞尿処理（ブ

ロイラー）を目的とした処理工場的性格が強いこと。第二には，不特定多数を対象とした全国商品流通

システムであること。第三にはそれゆえに化学的成分表示を行うことで有機質肥料としての商品価値が

高まることである。

これに対して粗大有機物生産の特色は，専作化した桝種生産農家が，堆肥の需要者となって，連作障
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害回避を主目的に，地力維持のために必要な堆肥を地域的な繋がりのもとで生産することである0した

がって，全国流通を前提とした堆鱒センターでの生産は現在行われておらず，その将来的可能性も少な

いといえる。この報告の対象は後者の粗大有機物生産にあることはいうまでもない○

高濃度型（C．N．P．K）

型低HP
－

図－1分析低く現物当たり）からみた各種有機物の分布
注．主成分分析法による。第1第2主成分で累積寄与率79％0

岩手農試資料57－Nn2P23より。
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3　粗大有機物生産の二つの道

（1）集落単位での堆肥生産の現状

「地域農業複合化推進試験研究」．の中で集落を単位とした堆肥センタ〝の在り方が重要な課題の一つ

になっている。

集落規模で′堆肥センター－．が最もうまく運営されているのは，地域営農集団としての専門方式であ

ろう。ここでは，㊥土地利用システム，㊥労働利用システム，⑨中間生産物物流システムの3交換シス

テムないし機械・施設を含めた4交換システムが，旧来の地縁血縁的なかかわりの中で有効に働いてい

る（表－2）ことである。

義一2　「専門」集落・三交換のうち，有機物交換の構造　　　　　　　　　（昭和46年）
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注．『粗大有機物（厩肥・稲わらなど）の経営間循環』岩手農試資料49→Nn13

東北農試農経研究資料恥58
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地域複合研究の本来の目的は，この3交換ないし4交換システムを内容とした地域生産組織を商品生

産における産地形成の中で実現しようとするものであって，「地域農業複合化推進試験研究」は・その

第1歩として有機物循環を促進し，その中で特に′堆肥センター′を鰍こした研究といえよう0ここで

問題となるのが，地力維持に対する農家の粗大有機物への認識と評価となってくる0一般的な認識と評

価はあっても，需要者の立場から自ら進んで粗大有機物を地域的な拡がりの中で組織的に生産するまで

には合意が得られず，農家間複合の中で相対的に消化しているのが現段階といえよう0

義一3　岩手県における堆既肥の組織的収集・利用の事例　　　　　　　　　　（昭和53年）
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注．『堆厩肥の組織的収集・利用の事例集』岩手県LAP運動推進会議　LAP運動資料恥18より作軋

東北農試農経研究資料仙58（一部修正）

－134－



（2）市町村段階での堆肥生産の現状

集落ではなく，市町村程度の広域地域を対象とした粗大有機物堆肥センターに百石町（青森県）農協

の堆肥センタ岬や，二戸葉タバコ耕作組合が管理運営するタバコ工場（岩手県）などがある1）。いずれ

も粗大有機物を生産する工場システム方式をとっているが，畜産廃棄物処理による有機質肥料生産の集

約的な機械施設工場システム方式とは異なり，粗大有機物が山をなしている一か所集中大量生産による

工場システムで，いわば個別農家が従来行っていた野積み堆肥製造の一か所集中方式である。材料は，

木材生産における中間生産物のバークやチップ，それに粗殻や稲わら，彙タバコの残梓など，農業生産

における中間生産物が主材料となり，畜産廃棄物は堆積物の発酵を促進するために利用されているとい

った方が良いのかもしれない。百石の場合は野菜．二戸の場合は葉タバコ生産における地力維持のため

の粗大有機物生産であり，材料は百石の場合はライスセンターでの籾殻が主休をなす農業の中間生産物

であり，二戸の場合の主材料はバークであることの違いがみられる。対象作物，堆肥材料の違いによっ

て畜産廃棄物の混入量に差が出てくるのは当然といえよう。

市町村単位の堆肥生産が，集落単位の堆肥生産と異なる点は，集落単位の場合は地域複合システムの

一環として機能するため，物流交換システムが支配的なのに対し，市町村単位の場合は，タバコ耕作組

合や農協などの機関に製造を依託して堆肥を製造するため金銭決裁システムが主流をなしていることで

ある。したがって，集落を単位とする地域複合農業における中間生産物の3交換システムとはいい難く，

外部にあって地域複合→地域営農集団の育成を補完する役割を担うこととなるのである。

4　地域複合農業における堆肥センターの役割

地域複合農業をどう理解するかにより堆肥センターのもつ役割も変わってくるのは当然である。とこ

ろで農事試験場農業経営部の規定2）により，それぞれの地域的条件に応じて萌芽し，胎動するようにな

った組織的活動を地域農業の複合化と呼び，その過程でつくり出された農業生産の形態を「地域複合農

業」と呼ぶならば，地域農業複合化推進試験研究で取り上げている集落単位の堆肥センター方式は，正

に地域営農集団を作りあげるための物流組織にもとづく農家自らの組織活動による堆肥センターシステ

ムの形成である。その結果は，野菜類型などでは形成の可能性がでてきているが，果樹作などでは形成

が困難な状態にある。それは，野菜作では堆肥需要が毎年一定量の堆肥を必要としているのに対し，果

樹作では毎年の施用I泌ずしも必要ないためといえよう。したがって，リンゴなどの果樹の場合にはむ

しろ市町村単位の補完機能の一つとして堆肥センターを設置することも必要となってくるのではなかろ

うか。いわゆる高位地域複合システムを対象とした堆肥センターの設置である。地域農業の複合化の一

環としての設置も作目類型・地域的な経営特性を考慮した設置が必要になってくるものと思われる。

5：おわりに

本来の意味での堆肥生産は．地力培養のための粗大有機物生産であって，作物栄養としての肥料生産

との違いを先ず認識することが本課題接近の前提となる。
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作物栄養としての肥料は，有機質肥料を含め旧来からいち早く商品化され，農業生産の向上に大きく

貢献してきた。しかし農業生産の基本をなす地力培養のための粗大有機物生産は，堆肥工場や堆肥セン

ターなどの名称のもとで製造が試みられているが，実質は有機質肥料に近い内容をなすものが多く，粗

大有機物生産というには程遠いものになっているといわざるを得ない。

粗大有機物生産が全国流通商品となり難い理由は，資源が副産物利用で商品としての品質の統一が難

しいこと，資源の運搬能性が低いこと，園熟過程が長期間を要し工場生産方式に不向きなことなどであ

ろう。

商品としての購入が困難であれば，需要者である農家自身が自ら製造する以外に方法はないのである○

そこで，集落を単位とする地域（集落）複合農業の一環として堆肥センターを位置づけるか，より広

域的な市町村を単位とする地域農業複合化の一環として堆肥センターを位置づけるかは，単に現実的対

応ばかりでなく，簡単には解決されないであろう将来的課題をも含めて問われているといえよう。
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